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口絵１．石狩湾沿岸で2022年に見られたカタクチイワシの大量漂着．
Ａ，Ｂとも，2022年３月９日，石狩浜海水浴場付近．



口絵１．石狩湾沿岸で2022年に見られた
 カタクチイワシの大量漂着
　　　　Mass strandings of Japanese anchovy 
 along the coast of Ishikari Bay, 

Hokkaido, Japan in 2022.

　 2022年３月上旬，石狩湾沿岸でカタクチイワシEngraulis 
japonicusの大量漂着が確認された．
　 カタクチイワシはニシン目カタクチイワシ科の小魚で，成魚で
体長10～15cm，腹面は銀白色，背面は青色．サハリン南部から
台湾近海に分布し，沿岸域の表層で大群をつくる．食用で，煮
干，シラス干しなどに利用する．石狩浜沿岸でも夏から秋にかけ
て波打際から魚影が見られ，しばしば生体が砂上に打ち上がるこ
とがある．
　 2022年３月３日から４日にかけ，石狩市北部の厚田漁港や古潭で大量に打ち上がっていたとの新聞での
報道があり（北海道新聞，2022），その後３月８日に石狩市南部の石狩浜でも大量に漂着しているのを確
認した．翌９日にも同地域で新たな大量漂着が確認できた（Ａ）．汀線長１mあたりの漂着個体数は100尾
を超える（Ｂ）ことから，石狩浜海水浴場周辺だけでも数万～10万尾規模の個体が漂着したことが見積もら
れる．
　 さらに後日，石狩浜の西方，20km離れた小樽市銭函の砂浜まで，大量漂着の痕跡が残っているのが確認
できた．少なくとも海岸線長40kmを超える規模の大量漂着現象だったことが窺える．

（志賀健司）
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